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WRC-300GHBK

安全にお使いいただくために

本マニュアルでは製品を正しく安全に使用するための重要な注意事項を説明しています。
必ずご使用前にこの注意事項を読み、記載事項にしたがって正しくご使用ください。

■表示について
この「安全にお使いいただくために」では以下のような表示（マークなど）を使用して、注意
事項を説明しています。内容をよく理解してから、本文をお読みください。

 警　告 この表示を無視して取扱いを誤った場合、使用者が死
亡または重傷を負う危険性がある項目です。

 注　意
この表示を無視して取扱いを誤った場合、使用者が障
害を負う危険性、もしくは物的損害を負う危険性があ
る項目です。

丸に斜線のマークは何かを禁止することを意味します。丸の中には禁止する項目が絵
などで表示されている場合があります。例えば、左図のマークは分解を禁止すること
を意味します。

塗りつぶしの丸のマークは何かの行為を行なわなければならないことを意味します。
丸の中には行なわなければならない行為が絵などで表示されている場合があります。
例えば、左図のマークは電源コードをコンセントから抜かなければならないことを意
味します。

本製品は、人命にかかわる設備や機器、および高い信頼性や安全性を必要とする設備
や機器（医療関係、航空宇宙関係、輸送関係、原子力関係）への組み込みは考慮されて
いません。これらの機器での使用により、人身事故や財産損害が発生しても、弊社で
はいかなる責任も負いかねます。

 警　告

	 万一、異常が発生したとき。
	� 本体から異臭や煙が出た時は、ただちにパソコンの電源を切り、電源プラグをコ

ンセントから抜いて販売店にご相談ください。

	 異物を入れないでください。
	� 本体内部に金属類を差し込まないでください。また、水などの液体が入らないよ

うに注意してください。故障、感電、火災の原因となります。
	 ※万一異物が入った場合は、ただちに電源を切り販売店にご相談ください。

	� 落雷の恐れがあるときや雷発生時は、いったん電源を切って使用を中断してくだ
さい。

	 感電、火災、故障の原因となります。

	 製品には、ACアダプタまたは電源コードが同梱されています。
	� 製品に同梱されているACアダプタまたは電源コードは、他の電子機器では使用し

ないでください。仕様の違いにより、火災・故障の原因となります。

	 水気の多い場所での使用、濡れた手での取り扱いはおやめください。
	 感電・火災の原因となります。

	 分解しないでください。
	� ケースは絶対に分解しないでください。感電の危険があります。分解の必要が生

じた場合は販売店にご相談ください。

	 表示された電源で使用してください。
	 ACアダプタまたは電源コードは必ずAC100Vのコンセントに接続してください。

	 ACアダプタまたは電源コードを大切に。
	� ACアダプタまたは電源コードのコードは破損しないように十分ご注意ください。

コード部分を持って抜き差ししたり、コードの上にものを乗せると、被服が破れ
て感電／火災の原因となります。

	 36～64chは、屋外で使用しないでください。
	 電波法により、W52、W53は屋外の使用が禁止されています。
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●設置方法と設置時のご注意
本製品は、縦置き/横置き、いずれでの設置にも対応しています。いずれの場合も、本体が
安定するように、必ず付属のスタンドにセットしてください。また、いずれの場合も、転落・
引き抜け防止処置をとってください。本製品が動作している状態での転落や、コネクタ類
の引き抜けは故障・データ消失の原因となります。

◆縦置き時
•LEDランプがある側を前方にします。
•イラストを参考に本体の後方が付属のスタンドの溝にぴったり収まるようにセットしま
す。

◆横置き時
•LEDランプがある側を上面にします。
•本体を付属のスタンドの中央後方に載せるように置いて、本体がぐらつかないようにし
ます。

スタンドは本体に固定されません。ケーブル類を本体に接続したあと、スタンドに設
置してください。

本製品の各種設定をするために、Webブラウザから利用できる設定ユーティリティがあり
ます。ここでは設定ユーティリティの［ホーム］に表示されるボタンの内容を説明します。
各ボタンの詳しい内容や設定方法については、該当ページをお読みください。

設定ユーティリティを使用するには
設定ユーティリティをパソコンのWebブラウザで表示するには、本製品とパソコンを有線
LANで接続するか、無線LANでパソコンから本製品にアクセスできるようになっている必
要があります。

設定ユーティリティの表示方法
P34「設定ユーティリティを表示する」をお読みください。

6	 設定ユーティリティについて

MEMO
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メニュー項目 内容

インターネット設定 インターネット回線種別を選択するだけで、簡単にインターネットへの接
続設定を完了できるウィザードです。（→P53）

無線LAN設定 無線LANに関する、さまざまな設定をするメニューです。基本設定
（→P54）、暗号化設定（→P58）、WPS設定（→P56）、があります。

WAN＆LAN設定 有線LAN、WANの設定をします。LAN設定（→P61）、WAN設定（→P65）
があります。

こどもネットタイマー 専用の接続ID「こどもネットSSID」を使用し、タイマー設定することで、
ゲーム機をはじめ各種Wi-Fi機器から本製品へのWi-Fi接続時間を制限する
ことができるメニューです。（→P76）

LED省電力設定 本製品のランプを消灯して消費電力を抑える「LED省電力モード」を選択
できます。［LED省電力機能］で「有効」を選択すると、「LED省電力モード」
になります。（→P79）

ファイアウォール設定 本製品にファイアウォール機能を設定できます。アクセスコントロール
（→P80）、ポートフォワーディング（→P83）、URLフィルタリング
（→P86）、DMZ（→P88）があります。

QoS 全体の帯域のうち、特定のサービスに一定の帯域を確保できる「QoS」機
能を設定できます（→P89）。

システム 本製品を管理するためのメニューです。ステータス（→P92）、ファーム
ウェア更新（→P97）、設定保存と読込（→P94）、パスワード設定
（→P96）があります。

本製品と機器の配線作業をおこなう前に、以下について確認します。

次の内容を確認してください。すでにルータを使わずにインターネットに接続できている
場合は、①〜③についての確認の必要はありません。

①回線事業者/プロバイダと契約は完了していますか？
回線事業者やプロバイダとの契約を完了しておく必要があります。また、フレッツサービ
スなどNTT西日本およびNTT東日本のサービスについては、別途プロバイダとの契約が必
要です。

②終端装置は準備できていますか？
本製品でインターネットを楽しむためには、ケーブルテレビモデム、ONU、CTU、ADSLな
どの終端装置と本製品を接続する必要があります。終端装置を別途購入されるように契約
している場合は、対応する終端装置をご用意いただく必要があります。

③回線工事は完了していますか？
回線事業者/プロバイダとの契約に加え、屋内までの配線工事と終端装置の準備が完了して
いる必要があります。すでに開通日を過ぎていることを確認してください。

④パソコン側の必要な機器は準備できていますか？
本製品の設定および本製品と接続するネットワーク機器には、有線または無線LAN機能が
搭載されている必要があります。パソコン本体などに内蔵されていない場合は、別途LAN
アダプタや無線LAN子機を準備してください。
また、無線で接続する場合は、IEEE802.11n/11g/11bいずれかの無線LAN機能が搭載され
ている必要があります。パソコン本体などに無線LAN機能が内蔵されていない場合は、別
途無線LAN子機を準備してください。各機器のセットアップ方法については、それぞれの
マニュアルをお読みください。
無線LAN子機から本製品への接続には、本製品のSSIDおよび暗号キーが必要になることが
あります。これらは本製品に付属の設定情報シートに記載されています。

7	 作業をおこなう前に

接続事業者との契約状況を確認する
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本製品は、ルータ機能に無線LAN機能を搭載した無線LANルータです。現在、プロバイダ
から提供される終端装置には、すでにルータ機能が内蔵されている製品があります。
ルータ機能内蔵の終端装置に本製品を接続する場合でも、本製品のウィザード機能を使用
することで、適切な状態でインターネットに接続できます。
ただし、終端装置に内蔵されているルータ機能を使用したい場合や、本製品をAPモードで
使用したほうが、より良い性能を発揮できる場合があります。このような場合は、本製品
背面にある「RT/APモード切り替えスイッチ（→P19）」を「APモード」側にして使用して
ください。

本製品のウィザード機能は、ご使用になるインターネット回線の種別を自動的に判別しま
すので、一般的なインターネットサービスをご使用の場合は、あらかじめ回線の種別など
を調べておく必要はありません。
ただし、NTTフレッツサービスなどPPPoE接続を使用している場合は、プロバイダから提
供されるユーザーIDとパスワードが必要になることがあります。また、固定IPサービスな
ど特別なインターネットサービスをご利用の場合は、あらかじめ必要な情報をご用意くだ
さい。

APモードでご使用の場合
終端装置に搭載されたルータ機能を使用しているため、本製品をAP（アクセスポイント）
モードで利用する場合は、P41「4. 本製品に無線LANで接続する」をお読みください。

プロバイダの情報について
ご契約のプロバイダによっては、ここに説明した内容と異なる場合もあります。プロバイ
ダ側の設定資料を参考に、本製品のインターネット接続の設定をしてください。

終端装置のタイプについて

設定に必要なプロバイダ情報を用意する

MEMO

A PPPoE接続方式の場合
NTTフレッツサービスのうち「PPPoE接続」でインターネットに接続するプロバイダの場合
は、ユーザーIDとパスワードが記載された資料がお手元に届いているはずです。記入欄に
メモしてください。

項目 記入欄

接続方式 PPPoE

認証ID（ユーザ名）【接続ID】

認証パスワード【接続パスワード】

※プロバイダによって認証ID、認証パスワードの表記が異なることがあります。ユーザーIDに「@」が入っ
ている場合は、プロバイダから提供された「ユーザー名」の後ろに、「@」と「プロバイダ識別子」を入
力する必要があります。また、PPPoE接続でも、認証ID、認証パスワードが記述されておらず、入力
が不要な場合があります。

フレッツ光プレミアムなど、別途ルータ機能が用意されている場合
プロバイダから提供されている終端装置に、ユーザーID、パスワードを設定しますので、
本製品側での設定は不要です。

B DHCP接続方式の場合
DHCP接続を使用している場合は、自動的にインターネットへの接続を開始します。本製品
のウィザードを使用すれば、インターネット回線種別を意識したり、設定作業をおこなう
ことなく自動的に接続します。

C 固定IPアドレスの場合
インターネット側のIPアドレス（グローバルIPアドレス）が固定で割り当てられるサービス
です。あらかじめお手元にIPアドレス等の情報が書かれた資料をご用意ください。

MEMO
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※1	� 無線LANでしか接続しない場合でも、設定時は本製品の設定ユーティリティに接続するために有
線LANに対応したパソコンをご用意ください。

※2	 無線LAN子機側の設定については、無線LAN子機の説明書をお読みください。

本製品を終端装置、パソコンなどと接続します。
◆無線LANで接続するパソコンしか使用しない場合でも、確実にインターネットの接続設定をするために、設定時は有線LANで
　パソコンを接続することをお勧めします ※1。

有線LANで接続するパソコンだけで使う

本製品の設置

インターネット接続ためのウィザードの実行

これで設定は完了です。

プロバイダ情報の準備
NTTフレッツサービスなどPPPoE接続を利用しているプロバイダや固定IP接続をご使用になる場合は、プロ
バイダからのユーザー ID等の情報が必要になります。あらかじめ送付された情報を準備しておきます。

本製品の「インターネット接続設定ウィザード」を使ってインターネットへ接続できるように設定し、接続
を確認します。必要な作業を「インターネット接続設定ウィザード」が自動的に実行します。
PPPoE接続（NTTフレッツサービスなど）や固定IP接続の場合は、プロバイダからの情報の入力が必要です。

ユーザーズマニュアルの説明を利用する場合のセットアップの流れです。

1	 セットアップの流れ

プロバイダ情報の準備

有線LANで接続するパソコンと
無線LANで接続するパソコンで使う

NTTフレッツサービスなどPPPoE接続を利用しているプロバイダや固定IP接続をご使用になる場合は、プロ
バイダからのユーザー ID等の情報が必要になります。あらかじめ送付された情報を準備しておきます。

本製品の設置
本製品を終端装置、パソコンなどと接続します。
◆無線LANで接続するパソコンしか使用しない場合でも、確実にインターネットの接続設定をするために、設定時は有線LANで
　パソコンを接続することをお勧めします ※1。

無線LAN接続の設定

WPS機能に対応する場合

WPS機能を使って設定します。設定ボタンを
押すだけです。※2

WPS機能に対応しない場合

無線LAN子機側に、SSIDやセキュリティなどを
手動で設定します。※2

無線LANでのインターネット接続の確認

無線LANで接続するパソコンからホームページなどに接続できることを確認します。

無線LAN子機のドライバ等のインストール

ご使用になる無線LAN子機のドライバや設定ユーティリティを、パソコンにインストールしておきます。※2

無線LANで接続するパソコンで使う

これで設定は完了です。

本製品を「AP（アクセスポイント）モード（→P24）」で
使用するように設定している場合のみこちらへ

インターネット接続ためのウィザードの実行
本製品の「インターネット接続設定ウィザード」を使ってインターネットへ接続できる
ように設定し、接続を確認します。必要な作業を「インターネット接続設定ウィザード」
が自動的に実行します。
PPPoE接続（NTTフレッツサービスなど）や固定IP接続の場合は、プロバイダからの情報
の入力が必要です。
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■2	 作業の前にご利用中の回線をいったんオフにします。

❶	終端装置（ケーブルテレビモデム、ONU、CTU、ADSL）の電源を切ります。
❷	パソコンと終端装置を接続したLANケーブルを外します。
・	 ケーブルテレビモデムの場合、そのまま10 分以上おいてください。
※ご契約の回線によっては、1時間以上おいておく必要があります。

APモードについて
本製品の上位にルータが存在した場合でも、
通常は特にモードスイッチを変更することな
くご使用いただけますが、ルータ機能を搭載
した終端装置を使用したい場合、プロバイダ
からAPモードで使用するように指示があった
場合、本製品をAPモードで使用したほうが、
より良い性能を発揮できる場合は、接続作業
をする前に、本製品の背面にあるモードスイッ
チを「AP」側に変更してください。

終端装置
（ケーブルテレビモデム、
  ONU、CTU、ADSL）

パソコン

②LANケーブルをはずす

①電源をオフにする

終端装置の電源をいったん切らないと、現在記憶されている接続情報がそのまま残り、
本製品を接続したあとの新しい接続情報に更新されず、インターネットへの接続に失敗
する恐れがあります。

注 意

本製品を接続する

MEMO

A
P

/R
T

モードスイッチ

※縦置き時

背面

A
P

/R
T

本製品をブロードバンドモデムなどの終端装置と接続します。

■1	 作業の前に確認します。

Check 1
●インターネットサービスの契約が完了し、サービスが開始されていることを確認します。

●プロバイダからの書類を用意します。
•ご利用のインターネットサービスによっては、ユーザーIDとパスワード（※）を設定する
必要があります。あらかじめ、プロバイダから提供された書類に、これらの記述がない
かご確認のうえ、ご用意ください。

※プロバイダにより、認証ID/ユーザー名、認証パスワード/アクセスキーなど、名称が異なります。

Check 2
すでに終端装置とパソコンが接続されている場合
すでにルータを使わずにインターネットに接続している場合は、現在の環境でパソコンか
らインターネットに接続できているか確認します。

Check 3
すでに使用中の有線/ 無線ルータから「お乗り換え」の場合の確認事項です。
•ご使用中のルータの設定プログラム（アプリケーション）は、すべて削除します。
•ルータをご使用でない場合でも、すでにインターネットをご利用の場合、パソコンに「接
続ツール」等のプログラムがインストールされてる場合があります。これらはすべて削除
してください。

※ご不明な点がある場合は、お手持ちのルータのメーカーにお問い合わせください。

2	 本製品を設置する

接続の準備をする

パソコン

終端装置
（ケーブルテレビモデム、
  ONU、CTU、ADSL）

インターネット
接続中
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ここでは、有線LAN経由で本製品のWebブラウザ版の設定ユーティリティにアクセスし、
設定ユーティリティ上に用意された「インターネット接続設定ウィザード」を使ってイン
ターネットに接続する手順を説明しています。
本製品へ無線LANで接続する方法については、P41「4. 本製品に無線LANで接続する」を
お読みください。

Web版の設定ユーティリティを使わずに設定する
付属の印刷物「かんたんセットアップガイド」の説明をお読みになると、本製品のWeb版
の設定ユーティリティを使わずに無線LAN子機やスマートフォン/タブレットから本製品へ
接続したり、インターネットへ接続することができます。特にWeb版の設定ユーティリティ
を使う必要がない場合は、そちらの手順で設定することをお勧めします。

本製品の設定ユーティリティは、パソコンからWebブラウザを使って表示します。

パソコンはIPアドレスが自動取得になっている必要があります
このマニュアルでは、本製品のDHCPサーバ機能により、パソコンがIPアドレスを自動取
得することを前提に説明しています。パソコンに固定のIPアドレスを設定している場合は、
パソコンのIPアドレスを変更しなければならないことがあります。

本製品のIPアドレス（初期値）＝192.168.2.1

■1	 終端装置と本製品の電源が入っていることを確認してから、設定用のパソコンを起動
します。
•順序が逆の場合、パソコン側がIPアドレスを正常に取得できず、設定画面にアクセスで
きないことがあります。

■2	 Internet ExplorerなどのWebブラウザを起動します。

3	 ウィザードを使ったセットアップ

MEMO

設定ユーティリティを表示する

MEMO

■3	 Webブラウザの［アドレス］欄に、キーボードから「http://192.168.2.1」と入力し、キー
ボードの［Enter］キーを押します。

•このIPアドレスは初期値です。すでに本製品のIPアドレスを変更している場合は、変更
後のIPアドレスを入力します。

■4	 認証画面が表示されます。

認証画面が表示されない場合
以下の順序で確認してみてください。
①本製品の電源が入っているか、LANケーブルの接続は正しいかを確認してください。
②�いったんパソコンを終了し、本製品の電源を入れて3分以上たってからパソコンの電源
を入れてください。
③�接続しているパソコンのIPアドレスを確認してください（→P127「6. パソコンのIPアド
レスの確認方法」）。

入力する

（画面はInternet Explorerの例です）

MEMO
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■5	 本製品のユーザー名とパスワードを入力し、 OK  をクリックします。

•初期値は表のとおりです。半角英数字の小文字で入力します。
•本製品の設定ユーティリティが表示されます。
•次ページ「インターネット接続設定ウィザードでセットアップする」へ進みます。

ユーザー名 admin

パスワード admin

入力する

クリック

1

2

パスワードについて
第三者に設定を変更されたり、悪用されないように、パスワードの変更を強くお勧めし
ます（→P96「パスワード設定 画面」）。

注 意

「インターネット接続設定ウィザード」を使って、セットアップする手順を説明します。

■1	 画面左のメニューリストから［インターネット設定］を選択します。

■2	 〈インターネット設定〉画面で 次へ  をクリックします。

•インターネット回線の種別の自動識別が始まります。

インターネット接続設定ウィザードでセットアップする

クリック

クリック
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■4b	 あらかじめプロバイダから提供された情報を入力し、 次へ  をクリックします。

■5	 インターネットに接続できるか自動的に確認します。その後、インターネットに正常
に接続できると、以下の画面が表示されます。

•画面右上の  をクリックしてブラウザ画面を閉じます。

■6	 これでインターネットへの接続作業は完了です。引き続き、パソコンと本製品を無線
LANで接続する場合は、P41「4. 本製品に無線LANで接続する」へ進みます。
•本製品の設定のために有線LANで接続していたパソコンを、無線LANで接続するように
する場合は、LANケーブルを取り外し、パソコンの無線LAN機能が使用できるように準
備しておいてください。

入力する

クリック

1

2

パソコンの無線LAN子機から本製品を経由してインターネットに接続できるようにします。

本製品はWPS機能に対応しています。WPS機能に対応する無線LAN子機との組み合わせで
簡単に無線LAN機能を設定できます。ボタンを押すだけで設定ができる「プッシュボタン
方式」と、用意された数字を入力するだけで設定できる「PINコード方式」の両方に対応し
ています。
WPS機能に対応していない無線LAN子機から本製品に接続するときは、本製品の設定値を
無線LAN子機側に設定することで接続することができます。

※WPSボタンについて
　WPSの「プッシュボタン方式」は、無線LAN子機本体に装備されている「WPSボタン」を押して設定す
るタイプと、設定ユーティリティ上にある「WPSボタン」アイコンをクリックして設定するタイプが
あります。

4	 本製品に無線LANで接続する

はじめにご確認ください

無線LAN子機がWPS機能に対応していますか？

はい、対応しています。

WPSボタンを装備していますか？※

はい、装備しています。

次ページの「WPSボタンを使って
接続する」へ進みます。

いいえ、対応していません。

P46「手動設定で接続する」へ
進みます。

いいえ、装備していません。
PINコードに対応しています。

P44「PINコードを入力して接続する」
へ進みます。
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■1	 無線で接続するパソコンを、本製品と確実に通信できる場所に用意します。

■2	 無線LAN子機の説明書をお読みになり、無線LAN子機側が「WPS」を実行できるよう
に準備します。

■3	 本製品の上面（縦置き時）にある「WPS設定ボタン」を2秒以上押して、離します。

•前面にあるWPSランプが赤色に点滅し、WPS対応の無線LAN子機の接続を待つ状態にな
ります。WPSランプの点滅中に接続を完了する必要があります。

•赤色に点灯しない場合は、再度押してください。
•接続が完了するか、一定時間（約2分間）がすぎるとWPSランプは消灯します。

WPSボタンを使って接続する

1～2m程度

パソコン

※�弊社無線LANアダプタの設定ユーティリティの
画面例

WPSランプ

左側面上面

WPS設定ボタン

MEMO

■4	 無線LAN子機側のWPS用の「設定ボタン」を指定された時間だけ押します。
•本体に設定ボタンがないモデルでは、ユーティリティの［WPS］ボタンをクリックします。
•ユーティリティによっては、［PBC］など、表記が異なることがありますので、無線LAN
子機の説明書をお読みください。

■5	 無線LAN子機側の設定ユーティリティなどで、本製品に接続できたことを確認します。

■6	 Webブラウザからお好みのホームページに接続し、正常に表示されることを確認します。

エレコムWeb サイト　　http://www.elecom.co.jp/

■7	 これでWPS機能を使った無線LAN子機の設定は完了です。

http://www.elecom.co.jp/
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WPS機能のPINコード方式で設定します。無線LAN子機側に設定されたPINコードを本製
品に入力して、WPS機能を実行します。無線親機側のPINコードを使用する場合については、
無線LAN子機のマニュアルを参照してください。

■1	 無線で接続するパソコンを、本製品と確実に通信できる場所に用意します。

■2	 無線LAN子機の説明書をお読みになり、無線LAN子機のPINコードをメモします。

無線LAN子機のPINコード

■3	 本製品の設定ユーティリティを表示します。
•設定ユーティリティの表示方法については、P34「設定ユーティリティを表示する」を
参照してください。

■4	 画面左のメニューリストから［無線LAN設定］→［WPS設定］を選択します。

PINコードを入力して接続する

1～2m程度

パソコン

■5	 ［無線端末のPINコード入力］に、無線LAN子機のPINコードを入力し、適用  をクリッ
クします。

■6	 設定後、無線LAN子機を搭載したパソコンからインターネットにアクセスするなどし
て、接続できていることを確認してください。

クリック
2

入力する
1
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WPS機能を持たない無線LAN子機の場合は、無線LAN子機側の設定ツールを使って、必要
な設定を手動でおこないます。本製品の初期値の設定は以下のとおりです。無線LAN子機
の説明書と、次ページからの作業の流れを参考にして、本製品の設定値を無線LAN子機側
に設定してください。

項目 本製品の設定値（初期値）

SSID 2.4G SSID：elecom2g-XXXXXX
こどもネットSSID：e-timer-XXXXXX
※Xは、任意の英数字（0〜9、a〜f）です。

認証方式 WPAプレシェアードキー

暗号化方式 AES

WPAユニキャスト
暗号スイート

WPA2-PSK（AES）

共有キー
フォーマット

パスフレーズ

暗号キー 本製品に付属の設定情報シート、または本製品の底面にある暗号キーラベル
をご覧ください。使用されている文字は半角英数字の大文字です。

KEY記入欄

上記の本製品の初期値にあわせ、設定情報シートまたは暗号キーラベル上の暗号キーを利
用する場合は、本製品の設定ユーティリティを使わずに、無線LAN子機の設定をおこなう
だけで本製品に接続することができます。

手動設定で接続する

XXXXXXXXXXXXX

elecom2g-XXXXXX
e-timer-XXXXXX

XXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXX

暗号キー
（Xには、0～9、A～Hのランダムな
 半角英数字13文字が入ります）

暗号キー
（Xには、0～9、A～Hのランダムな
 半角英数字13文字が入ります）

●設定情報シート

●暗号キーラベル

MEMO

■1	 無線で接続するパソコンを、本製品と確実に通信できる場所に用意します。

■2	 無線LAN子機の設定ユーティリティを起動します。
•OS標準の無線LAN機能の場合も、SSIDの一覧を表示させます。

■3	 設定ユーティリティのリスト上に表示されたSSIDの中から、設定情報シートに記載さ
れたSSIDを選択します。

•Xには、0〜9、a〜fで構成されたランダムな半角英数字が表示されます。
•こどもネットSSIDは、お子様のインターネットへの接続を制限する「こどもネットタイ
マー機能」用のSSIDです。ここでは関係ありません。

SSIDを自動的に検出できない場合は、手動で無線LAN子機の設定ユーティリティにある
「SSID」に設定情報シートのSSIDを半角英数字で入力します。

■4	 無線LAN子機の設定ユーティリティにある［暗号化］に関する設定画面を表示します。

1～2m程度

パソコン

elecom2g-XXXXXX
e-timer-XXXXXX

XXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXX

SSID

MEMO
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■5	 無線LAN子機の説明書をお読みになり、本製品の設定内容を無線LAN子機側に設定し
ます。
•本製品の暗号化方式と暗号キーは、設定情報シートに記載されています。

■6	 設定後、無線LAN経由でインターネットにアクセスするなどして、接続できているこ
とを確認してください。

Chapter 3

詳細設定編
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■3	 本製品のユーザー名とパスワードを入力し、 OK  をクリックします。

•初期値は表のとおりです。半角英数字の小文字で入力します。
•本製品の設定ユーティリティが表示されます。
•このあとは、必要に応じて該当の項目をお読みください。

ユーザー名 admin

パスワード admin

入力する

クリック

1

2

第三者に設定を変更されたり、悪用されないように、パスワードの変更を強くお勧めし
ます（→P96「パスワード設定 画面」）。注 意

本製品の各種機能を設定するには、パソコンからWebブラウザを使って、本製品の設定ユー
ティリティに接続する必要があります。ここでは、簡単に本製品の設定ユーティリティに
接続する方法を説明します。

スマートフォン/タブレットから設定ユーティリティを表示する
パソコンを使わずにスマートフォンやタブレットから設定ユーティリティを使用すること
ができます。詳しくは、P120「3. スマホ/タブレットからの詳細設定」をお読みください。

■1	 Internet ExplorerなどのWebブラウザを起動します。

■2	 Webブラウザの［アドレス］欄に、キーボードから「http://192.168.2.1」と入力し、キー
ボードの［Enter］キーを押します。

認証画面が表示されない場合
パソコンよりも本製品が先に起動していないと、IPアドレスが正しく取得できないため接
続できないことがあります。認証画面が表示されない場合は、本製品の電源を入れて、約3
分程度待ってから、パソコンの電源を入れてください。

1	 設定ユーティリティ画面について

MEMO

設定ユーティリティ画面を表示する

入力する

（画面はInternet Explorerの例です）

MEMO
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インターネットに接続するために必要な設定をおこなう画面です。インターネット接続設
定ウィザードの操作手順は、P37「インターネット接続設定ウィザードでセットアップす
る」をお読みください。

画面左のメニューリストから［インターネット設定］を選択します。

2	 インターネット設定

画面の
表示

設定ユーティリティにある各画面の概要を説明します。

メニュー項目 内容

インターネット設定 インターネット回線種別を選択するだけで、簡単にインターネットへの接
続設定を完了できるウィザードです。（→P53）

無線LAN設定 無線LANに関する、さまざまな設定をするメニューです。基本設定
（→P54）、暗号化設定（→P58）、WPS設定（→P56）、があります。

WAN＆LAN設定 有線LAN、WANの設定をします。LAN設定（→P61）、WAN設定（→P65）
があります。

こどもネットタイマー 専用の接続ID「こどもネットSSID」を使用し、タイマー設定することで、
ゲーム機をはじめ各種Wi-Fi機器から本製品へのWi-Fi接続時間を制限する
ことができるメニューです。（→P76）

LED省電力設定 本製品のランプを消灯して消費電力を抑える「LED省電力モード」を選択
できます。［LED省電力機能］で「有効」を選択すると、「LED省電力モード」
になります。（→P79）

ファイアウォール設定 本製品にファイアウォール機能を設定できます。アクセスコントロール
（→P80）、ポートフォワーディング（→P83）、URLフィルタリング
（→P86）、DMZ（→P88）があります。

QoS 全体の帯域のうち、特定のサービスに一定の帯域を確保できる「QoS」機
能を設定できます（→P89）。

システム 本製品を管理するためのメニューです。ステータス（→P92）、ファーム
ウェア更新（→P97）、設定保存と読込（→P94）、パスワード設定
（→P96）があります。

設定ユーティリティ画面の内容
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本製品の無線LAN機能を設定します。

画面左のメニューリストから［無線LAN設定］→［基本設定］を選択します。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

●設定の内容

こどもネットSSID ※1 専用の接続ID「こどもネットSSID」を使用し、タイマー設定することで、ゲー
ム機をはじめ各種Wi-Fi機器から本製品へのWi-Fi接続時間を制限すること
ができます。設定方法についてはP55「こどもネットSSIDの設定」をお読
みください。（初期値：e-timer-XXXXXX※2）

2.4G SSID ※1 無線LANで使用するSSIDを入力します。（初期値：elecom2g-XXXXXX※2）

※1：仕様上、本製品はSSIDごとにセキュリティ設定を変更することはできません。
※2：Xは0〜9・a〜fで構成されたランダムな半角英数字です。

3	 無線LAN設定

基本設定

画面の
表示

MEMO

チャンネル幅 11n規格でのチャンネル幅を設定します。11n対応の無線クライアントと
接続する場合、「Auto 20/40MHz」に設定することで伝送速度を速くするこ
とができます。ただし、他の無線LANとの干渉などによっては、伝送速度
が変わらない場合もあります。

チャンネル 使用するチャンネルを選択します。Autoまたは1〜13chの中から選択しま
す。チャンネルの異なる複数の無線機器を使用する場合は5チャンネル以
上離してください。Autoを選択すると、自動でチャンネルが設定されます。
（例）1ch/6ch/11ch

SSIDステルス機能 「無効」の場合は、無線LAN子機側の設定ユーティリティなどから本製品に
設定したSSIDを確認することができます。「有効」にした場合は、無線LAN
子機側の設定ユーティリティなどで、本製品のSSIDを表示できなくなりま
す。
不正アクセスを防ぐためや、SSIDを第三者に見せたくない場合などに「有
効」にします。（初期値：無効）

送信パワー 電波の出力強度を調整できます。電波が遠くまで飛びすぎる場合に、環境
にあわせて強度を設定します。（初期値：100%）

こどもネットSSIDの設定

「こどもネットタイマー」機能は、専用の接続ID「こどもネットSSID」を使用し、タイマー
設定することで、Wi-Fiゲーム機などから本製品への無線による接続時間を制限できる機能
です。
こどもネットタイマーの設定方法については、P76「6. こどもネットタイマーの設定」を
お読みください。

❶	［無線LAN設定］の〈基本設定〉画面を表示します。
❷	 こどもネットSSID  をクリックします。
❸	［有効］を選択します。
❹	SSIDを入力します。初期値では「e-timer-XXXXXX」が登録されています。
❺	必要に応じて、［SSIDステルス機能］を設定します（P55の一覧表参照）。
❻	 適用  をクリックします。
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WPS（Wi-Fi Protected Setup）機能の設定をします。

画面左のメニューリストから［無線LAN設定］→［WPS設定］を選択します。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

●設定の内容

WPSを無効にする WPS機能を無効にする場合にチェックします。（初期値：オフ）

PINコードを無効にする PIN方式を無効にする場合にチェックします。（初期値：オフ）

本製品のPINコード 本製品のPINコードを表示します。

PBC方式で接続 適用  をクリックすることで、WPS機能を実行できます。本製品の
本体に装備された「WPS設定ボタン」を押すのと同じことです。

無線端末のPINコード入力 本製品側で無線LAN子機のPINコードにあわせる場合に、ここに無線
LAN子機側のPINコードを入力し、 適用  をクリックします。

WPS設定

画面の
表示

MEMO

無線LANで使用するデータの暗号化など、セキュリティの設定方法について説明します。

●本製品で設定可能な暗号化セキュリティ機能

WPAプレシェアード
キー

データの暗号化だけでなく認証機能も含まれた二重のセキュリティ機能で
す。WEPよりも高度な暗号化方式で、パソコンを使う無線LANのセキュ
リティ機能の主流となっています。
本製品では、WPA2-PSK（AES）が使用できます。

●本製品のセキュリティ設定の初期値
項目 本製品の設定値（初期値）

SSID 2.4G SSID：elecom2g-XXXXXX
こどもネットSSID：e-timer-XXXXXX
※Xは、任意の英数字（0〜9、a〜f）です。

認証方式 WPAプレシェアードキー

暗号化方式 AES

WPAユニキャスト
暗号スイート

WPA2-PSK（AES）

共有キー
フォーマット

パスフレーズ

暗号キー 本製品に付属の設定情報シート、または本製品の底面にある暗号キーラベル
をご覧ください。使用されている文字は半角英数字の大文字です。

KEY記入欄

4	 セキュリティを設定する（無線の暗号化）

XXXXXXXXXXXXX

elecom2g-XXXXXX
e-timer-XXXXXX

XXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXX

暗号キー
（Xには、0～9、A～Hのランダムな
 半角英数字13文字が入ります）

暗号キー
（Xには、0～9、A～Hのランダムな
 半角英数字13文字が入ります）

●設定情報シート

●暗号キーラベル
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本製品で設定可能な暗号化セキュリティ機能は「WPA2-PSK（AES）」です。WPA2-PSKは、
小規模なネットワークでも安全度の高いセキュリティを簡単に実現できます。
設定にあたっては、あらかじめ「共有キー」を決めておいてください。

画面左のメニューリストから［無線LAN設定］→［暗号化設定］を選択します。

■1	 ［SSIDの選択］で、セキュリティ設定をする「SSID」を選択します。

暗号化設定

本製品および本製品に接続する、すべての無線LAN子機は、無線LANに関する各項目
の設定値が同一になっている必要があります。設定が一部でも異なっていると無線LAN
子機から本製品にアクセスすることはできません。

注 意

画面の
表示

選択する

■2	 ［暗号化］で、「WPA2 AES」を選択します。

■3	 ［キーの種類］で暗号化キーの入力形式を選択します。

パスフレーズ（8～63文字） 半角英数字（8〜63文字）を使用できます。

Hex（64文字） 16進数64文字（固定）を使用できます。

※16進数とは、半角英数字の0〜9、a〜fを組み合わせた文字列です。

■4	 ［暗号キー］に、手順 3  で選択した入力形式で文字列を入力します。

パスフレーズ 半角英数字（8〜63文字）を使用できます。

Hex（64文字） 16進数64文字（固定）を使用できます。

※16進数とは、半角英数字の0〜9、a〜fを組み合わせた文字列です。

選択する

選択する

ここをチェックすることで、現在のパスワードを表示できます。

入力する
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■5	 すべての設定が終われば 適用  をクリックします。

■6	 「設定の保存に成功しました。」と表示されます。 更新  をクリックします。

●他の設定を続ける場合→ 戻る  をクリックします。引き続き他の項目を設定します。
●変更した設定を保存して有効にする場合→ 更新  をクリックし、手順 7  へ進みます。

■7	 待ち時間が表示され、しばらくすると自動的に<機器のステータス>画面が表示され
ます。

■8	 これで本製品のセキュリティ設定は完了です。同じ設定を無線LAN子機側にも設定し
てください。
•無線LAN子機側の設定方法は、無線LAN子機のマニュアルをお読みください。

クリック

クリック

有線のLANポートおよびINTERNETポートに関する設定などをします。

本製品のLAN（ローカルネットワーク）側のIPアドレス情報等を設定します。

画面左のメニューリストから［WAN&LAN設定］→［LAN設定］を選択します。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

●設定の内容

DHCP DHCPサーバ機能の有効/無効を設定します。（初期値：有効）

IPアドレス 本製品のLAN側のIP アドレスです。
初期値は「192.168.2.1」です。

サブネットマスク 使用中のネットワークのサブネットマスクを入力します。
初期値は「255.255.255.0」です。

5	 WAN&LAN設定

LAN設定 画面

画面の
表示

MEMO
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DHCPクライアント
IP範囲

DHCPサーバ機能を利用する場合、DHCPサーバがクライアントに自動的に
割り付けるIPアドレスの範囲を指定します。開始アドレス〜終了アドレスの
範囲でクライアントにIPアドレスが自動的に割り当てられます。
［接続端末の表示］をクリックすると、接続中のDHCPクライアントのリスト
が別ウィンドウで表示されます。

DHCPリース時間 DHCPサーバによりクライアントに割り当てられるIPアドレスのリース時間
を設定します。「通常」に設定した場合、クライアントには継続的に同じIPア
ドレスが割り当てられます。

DHCPサーバ機能を有効にしている場合、クライアントには自動的にIPアドレスが割り当
てられます。しかし、クライアントのネットワーク機器によっては、特定のIPアドレスを
割り当てたい場合があります。クライアントのMACアドレスと指定したいIPアドレスを関
連付けて登録することができます。

画面左のメニューリストから［WAN&LAN設定］→［LAN設定］→［固定DHCP設定］を選択し
ます。

固定DHCP設定 画面

画面の
表示

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

●設定の内容

固定DHCPを有効に
する

この項目をチェックしている場合に、固定DHCPリストの内容が有効になり
ます。チェックしていない場合は、リストに登録されていてもIPアドレス
は固定されません。

IPアドレス クライアントに割り当てるIPアドレスを入力します。

MACアドレス IPアドレスを固定するクライアントのMACアドレスを入力します。

コメント 自由にコメントを入力できます。登録したクライアントを区別するのに便利
です。

●固定DHCPリスト
入力画面で設定した内容をリストとして表示します。［選択］は、登録したクライアントの
情報を削除する場合にチェックします。

●各ボタンの機能

追加 リストに新たにIPアドレスを固定するクライアントを追加します。

選択したものを削除 ［選択］をチェックしたクライアントをリストから消去します。

全て削除 リストのクライアントの設定をすべて消去します。

MEMO



64 65

Chapter 3　詳細設定編 WRC-300GHBK

固定DHCPの設定

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

❶	［固定DHCPを有効にする］をチェックします。
❷	クライアントに割り当てたいIPアドレスを入力します。「．」で区切る必要があります。 
例 192.168.2.131

❸	クライアントのMACアドレスを入力します。「:」で区切る必要はありません。 
例 123456789012

❹	必要に応じて［コメント］に、コメントを入力します。
❺	 追加  をクリックします。固定DHCPリストにクライアントが追加されます。
❻	登録するクライアントが複数ある場合は、❷〜❺を繰り返します。

MEMO

本製品のWAN（インターネット）側の設定をします。［WANタイプ］で、DHCP・PPPoE・
PPPoE2・固定IPのいずれを選択するかで、設定画面が異なります。

画面左のメニューリストから［WAN&LAN設定］→［WAN設定］を選択します。

●「DHCP」を選択した場合

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

WAN設定 画面

画面の
表示

MEMO
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DDNS（ダイナミックDNS）を利用すると、WAN側が固定IPアドレスでなくても、ホスト名
を使ってサーバなどを利用できるようになります。この機能を利用するには、ダイナミッ
クDNSのサービス提供者に登録する必要があります。ダイナミックDNSはサービスリスト
に表示されるサービスでご利用いただけます。

あらかじめDDNSサービスに登録しておいてください
DDNSサイトにアクセスしてユーザー登録し、ドメイン名やアカウントなどを取得しておい
てください。

DDNSサービスを利用するにあたって
•DDNSサービスへの登録については、弊社のサポート対象外となります。登録に関しては、
一切責任を負いかねます。
•Clear-net（クリアネットサービス）とは、グループ会社ロジテックの対象製品をユーザ登
録してご利用いただいている方に無償で提供されるダイナミックDNSサービスです。ク
リアネットサービスへの登録については、ロジテックのホームページで詳細をご確認の
うえ、ご利用ください。
•DDNSサービスによっては、定期的に更新をしないと登録が削除されてしまうことがあり
ます。登録の更新は、本製品がインターネットに接続されているときに自動的におこな
われるほか、手動で更新する場合もあります。更新期間などの詳細はご利用になるDDNS
サイトをご覧ください。

画面左のメニューリストから［WAN&LAN設定］→［WAN設定］→［DDNS］を選択します。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

DDNS 画面

MEMO

画面の
表示

MEMO

●設定の内容

DDNS ダイナミックDNSを利用する場合は「有効」を選択します。

プロバイダ リストから登録したサービスを選択します。

ドメイン名 登録したドメイン名を入力します。

ユーザID 登録したアカウントを入力します。DDNSサービスによってはアカウントが
Eメールアドレスの場合があります。

パスワード 設定したパスワードを入力します。
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「こどもネットタイマー」機能は、専用の接続ID「こどもネットSSID」を使用したWi-Fi機器
に対して、タイマー設定することでWi-Fi機器から本製品へのWi-Fi接続時間を制限するこ
とができる機能です。お子様のWi-Fiゲーム機の利用時間を制限したい場合になどにお勧め
です。

パソコンを使わずにスマートフォン/タブレットからも設定できます。設定方法については、
本製品に付属の印刷物「補足編」をお読みください。

•タイマーは1日（0：00～24：00の間）あたりのWi-Fi機器から本製品へのWi-Fi接続時間を
設定できます。
　　例：�3時間と設定した場合、1日の接続時間が累計で3時間を超えると通信できなくな

ります。
•Wi-Fi接続を中止すると、カウントはそこで停止し、Wi-Fi接続を再開するとカウントを開
始します。
•機器ごとにタイマーを設定できます。累計時間が指定時間を超えた時点で通信できなく
なります。
•ニンテンドー3DSシリーズ/Wii U、PS Vitaをはじめ、スマートフォンやタブレット、パ
ソコンなどのWi-Fi 機器にも設定できます。
•「こどもネットSSID」を使用するWi-Fi機器に対してWPS機能を使って接続できます。
•設定はスマートフォン/タブレットやパソコンから可能です。
•24:00になると、タイマーはリセットされ、設定した時間に戻ります。
•APモード時はご利用になれません。
•クライアントとの通信環境が悪い場合、正常にタイマーが作動しないことがあります。
•タイマー作動中にルータ本体（本製品）を再起動するとタイマーがリセットされます。
•設定を削除したい場合は、Wi-Fi機器側のプロファイルを削除してから本製品側で設定の
削除をおこなってください。

6	 こどもネットタイマーの設定

MEMO

MEMO

こどもネットタイマー機能を利用する場合は、WPS機能を使って通常のSSID接続に変
更されてしまうことを防ぐために、本機能設定後に本製品のWPS機能を無効にするこ
とをお勧めします。

注 意

画面左のメニューリストから［こどもネットタイマー］を選択します。

●こどもネットSSID クライアント一覧

機器名称 接続しているWi-Fi機器の名称が表示されます。名称は［機器名称の変更］で
変更することもできます。

MACアドレス 接続しているWi-Fi機器のMACアドレスが表示されます。

残り時間 1日に接続できる時間のうち、残り時間を表示します。

タイマー ［スタート］をクリックすると、ネットタイマーのカウントダウンを開始しま
す。［ストップ］をクリックすると、ネットタイマーを中断します。

選択 Wi-Fi機器の設定を変更する場合にチェックします。

●設定の内容

ネットタイマー設定 1日に接続できる時間を選択します。

機器名称の変更 接続しているWi-Fi機器の名称を変更します。

●こどもSSIDとWPSで接続を行う
Wi-Fi機器側でWPS機能を実行したあと、 WPSスタート  をクリックすると、本製品にWPS
機能を使ってWi-Fi機器を接続することができます。

●各ボタンの機能

追加 各Wi-Fi機器に設定した内容を「こどもネットSSID クライアント一覧」に反
映します。

削除 ［選択］をチェックしたWi-Fi機器をリストから消去します。
※�削除したクライアントとの接続が切断されていない場合、リストからは削
除されず、設定のみリセットされます。

画面の
表示
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こどもネットタイマーの対象となるWi-Fi機器の登録

はじめて、こどもネットタイマーを設定するときは、Wi-Fi機器を登録する必要があります。
あらかじめ〈こどもネットSSID設定〉画面で「こどもネットSSID」が有効になっていること
を確認します。（→P55「こどもネットSSIDの設定」）

●Wi-Fi機器がWPSに対応している場合
❶	本製品に登録するWi-Fi機器側でWPS機能を実行します。
❷	〈こどもネットタイマー〉画面で WPSスタート  をクリックします。

❸	正常に接続できると、接続されたWi-Fi機器が一覧に追加されます。

Wi-Fi機器がWPSに対応していない場合
Wi-Fi機器の説明書をお読みになり、SSIDおよび暗号キーを手動で設定してください。
•SSIDは「こどもネットSSID」を選択します。
•こどもネットSSIDの初期値は、「e-timer-XXXXXX」
です。Xは、任意の英数字（0～9、a～f）です。
•本製品のSSIDと暗号キーの初期値は、付属の設定
情報シートに記載されています。

こどもネットタイマーの設定

登録したWi-Fi機器にこどもネットタイマー機能を設定します。

❶	こどもネットタイマー機能を設定する機器を一覧から選び、［選択］をオンにします。
❷	［ネットタイマー設定］で、タイマー時間を選択します。
❸	一覧に表示された機器名を変更する場合は、［機器名称の変更］に新しい名称を入力しま
す。

❹	 追加  をクリックします。設定が保存されます。

クリック

MEMO

elecom2g-XXXXXX
e-timer-XXXXXX

XXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXX

本製品の省電力機能を有効にすると、電源・おしらせランプ以外のランプがオフになり、
消費電力を抑えることができます。

画面左のメニューリストから［LED省電力設定］を選択します。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

●設定の内容

LED省電力機能 「有効」を選択すると、電源・おしらせランプ以外のランプを消灯して消費電力
を抑える「省電力モード」になります。（初期値：無効）

7	 LED省電力機能の設定

画面の
表示

MEMO
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登録したMACアドレスを持つ無線LAN子機または有線クライアントとだけ通信できるよう
にしたり、通信を拒否したりできます。第三者の無線LAN子機からの不正アクセスを防止
するのに役立ちます。

APモードでは、有線接続したクライアントに、アクセスコントロール機能を使用すること
はできません。

画面左のメニューリストから［ファイアウォール設定］→［アクセスコントロール］を選択し
ます。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

8	 ファイアウォールの設定

アクセスコントロール 画面

MEMO

画面の
表示

MEMO

●設定の内容

アクセスコントロール機能 アクセスコントロール機能の有効/無効を設定します。

コントロールモード 接続許可：�［アクセスコントロール］に登録したMACアドレスを持つ
クライアントだけが接続できます。

接続拒否：�［アクセスコントロール］に登録したMACアドレスを持つ
クライアントとの接続を拒否します。

MACアドレス 本製品への接続を許可または拒否するクライアントのMACアドレス
を入力します。

コメント 自由にコメントを入力できます。登録したクライアントを区別する
のに便利です。

●アクセスコントロール
入力画面で設定した内容をリストとして表示します。［選択］は、登録したクライアントの
情報を削除する場合にチェックします。登録できるクライアント数は最大50です。

●各ボタンの機能

選択したものを削除 ［選択］をチェックしたクライアントをリストから消去します。

全て削除 リストのクライアントの設定をすべて消去します。

キャンセル ［選択］のチェックをすべてクリアします。
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クライアントの登録

❶	［アクセスコントロール機能］で［有効］を選択します。
❷	［コントロールモード］で［接続許可］または［接続拒否］を選択します。
❸	クライアントのMACアドレスを入力します。「:」で区切る必要はありません。 
例 1234567890gh

❹	必要に応じて［コメント］に、クライアントを区別するための名称など、コメントを入力
します。

❺	 追加  をクリックします。設定したクライアントが［アクセスコントロール］のリストに
表示されます。

❻	登録するクライアントが複数ある場合は、❷〜❺を繰り返します。

ポート転送（ポートフォワーディング）機能を設定します。通常NAT変換を利用するルータ
では、WAN（インターネット）側からLAN上のコンピュータにアクセスすることはできませ
んが、この機能を利用することで、LAN上にある指定されたコンピュータをWAN側に開放
することができます。

画面左のメニューリストから［ファイアウォール設定］→［ポートフォワーディング］を選択
します。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

ポートフォワーディング 画面

この機能を利用する場合で本製品のDHCPサーバ機能を有効にしているときは、P62
「固定DHCP設定 画面」で、ポートフォワーディングの対象となるクライアントのIPア
ドレスを固定するようにしてください。DHCPサーバ機能により動的にIPアドレスが変
更されると、意図しないコンピュータがWAN側に開放される恐れがあります。

注 意

画面の
表示

MEMO
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特定のWebサイトのURLを設定することで、ホームページの閲覧を拒否することができま
す。

画面左のメニューリストから［ファイアウォール設定］→［URLフィルタリング］を選択しま
す。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

●設定の内容

URLフィルタリング機能 URLフィルタリング機能の有効/無効を設定します。（初期値：無効）

フィルタする文字列 接続を拒否するWebサイトのURLに含まれる文字列を入力します。

●URLフィルタ対象文字列リスト
入力画面で設定した内容をリストとして表示します。［選択］は、登録した文字列の情報を
削除する場合にチェックします。登録できる文字列の数は最大5です。

●各ボタンの機能

選択したものを削除 ［選択］をチェックした文字列をリストから消去します。

全て削除 リストの文字列の設定をすべて消去します。

URLフィルタリング設定 画面

画面の
表示

MEMO

URLフィルタリングの設定

❶	［URLフィルタリング機能］で［有効］を選択します。
❷	［フィルタする文字列］に対象となるWebサイトのURLに含まれる文字列を入力します。
❸	 追加  をクリックします。登録した文字列が［URLフィルタ対象文字列リスト］に表示さ
れます。

❹	 適用  をクリックします。
❺	登録する文字列が複数ある場合は、❷〜❹を繰り返します。
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通常、NAT変換を利用するルータでは、WAN（インターネット）側からLAN上のパソコンに
アクセスすることはできません。DMZ機能を使用すると、指定した端末にWAN側からア
クセスできるようになります。これにより、LAN上からは通常使用できない双方向通信を
利用したサービスを利用できます。

画面左のメニューリストから［ファイアウォール設定］→［DMZ］を選択します。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

●設定の内容

DMZ機能 DMZ機能の有効/無効を設定します。（初期値：無効）

DMZ IPアドレス インターネット（外部）に公開するWAN側IPアドレスを入力します。
「．」で区切る必要があります。
例 192.168.2.131

DMZ設定 画面

設定をおこなう前に、接続先の端末がセキュリティ設定済みであるか、確認してくださ
い。注 意

画面の
表示

MEMO

QoS（Quality of Service）は特定の通信について、あらかじめ使用する帯域を予約しておくこ
とで、その通信の速度を保証する機能です。例えばストリーミングのように一定の転送速
度が確保されないと実用的でないようなサービスを利用するときに有効です。

画面左のメニューリストから［QoS］を選択します。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

QoS 画面

設定をおこなう前に、接続先の端末がセキュリティ設定済みであるか、確認してくださ
い。注 意

画面の
表示

MEMO
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システムメニューでは、機器のステータス表示、設定の保存、設定の初期化（工場出荷時の
状態に戻す）、パスワード設定、ファームウェアのアップデートなどができます。ファーム
ウェアの更新については、P97「10. ファームウェアのアップデート」をお読みください。

本製品に関するさまざまなステータス情報を確認することができます。

画面左のメニューリストから［システム］→［ステータス］を選択します。

9	 システム設定

機器のステータス 画面

画面の
表示

●システム

稼働時間 本製品の起動後の経過時間を表示します。電源を切ったり、再起動す
るとリセットされます。

ファームウェアバージョン ファームウェアのバージョンを表示します。

動作モード 現在選択中の動作モードを表示します。

現在時刻 本製品に内蔵された時計の現在の時刻を表示します。

●LAN側設定

IPアドレス 現在のIPアドレスを表示します。

サブネットマスク 現在のサブネットマスクを表示します。

DHCP DHCP機能の状態を表示します。「有効」と表示されている場合、
DHCPサーバ機能が有効になっています。

MACアドレス 本製品のWAN側のMACアドレスを表示します。

●WAN側設定

IPアドレス取得方法 WAN側のIPアドレス取得方法を表示します。

IPアドレス 現在のIPアドレスを表示します。

サブネットマスク 現在のサブネットマスクを表示します。

デフォルトゲートウェイ 現在のデフォルトゲートウェイを表示します。

MACアドレス 本製品のWAN側のMACアドレスを表示します。

DNS Server 現在割り当てられているDNSサーバのアドレスを表示します。

●無線設定状況（2.4G SSID）

SSID 現在使用中のSSIDを表示します。

チャンネル 現在のチャンネルモードを表示します。

暗号化 現在使用中の暗号化設定を表示します。

BSSID BSSIDを表示します。

関連クライアント数 このSSIDに接続している無線LAN子機の数です。

●無線設定（こどもネット SSID）

SSID 現在使用中のSSIDを表示します。

チャンネル 現在のチャンネルモードを表示します。

暗号化 現在使用中の暗号化設定を表示します。

BSSID BSSIDを表示します。

関連クライアント数 このSSIDに接続している無線LAN子機の数です。
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本製品の設定情報をファイルとして保存できます。保存したファイルを読み込むことで、
本製品の状態を、設定情報を保存した時点の状態にすることができます。また、本製品の
設定内容を初期値（工場出荷時の状態）に戻すことができます。

画面左のメニューリストから［システム］→［設定保存と読込］を選択します。

設定の保存方法

❶	 保存  をクリックします。
❷	〈ファイルのダウンロード〉画面が表示されますので、 保存  をクリックします。
❸	〈名前を付けて保存〉画面が表示されますので、ファイルの保存場所を指定し、 保存  を
クリックします。指定した場所に「config.dat」ファイルが保存されます。

❹	〈ダウンロードの完了〉画面が表示されますので、 閉じる  をクリックします。〈設定保
存/読込〉画面に戻ります。

設定保存/読込 画面

画面の
表示

設定の読み込み方法

❶	［保存した設定を読込］の 参照  をクリックします。
❷	〈アップロードするファイルの選択〉画面が表示されますので、設定ファイルを指定しま
す。

❸	 読込  をクリックします。
❹	待ち時間が表示され、しばらくすると自動的に〈機器のステータス〉画面が表示されます。

設定を初期化する（工場出荷時の状態に戻す）

❶	［初期化］の 初期化実行  をクリックします。
❷	工場出荷時の状態に戻してよいか、確認のメッセージが表示されますので OK  をク
リックします。

❸	待ち時間が表示され、しばらくすると自動的に〈機器のステータス〉画面が表示されます。
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本製品の設定ユーティリティにログインするための、ユーザー名とパスワードを設定/変更
します。

画面左のメニューリストから［システム］→［パスワード設定］を選択します。

設定の手順

❶	［新ユーザ名］に、新しく設定するユーザー名を入力します。
❷	［現在のパスワード］に、現在使用しているパスワードを入力します。
❸	［新しいパスワード］に、新しく設定するパスワードを入力します。
❹	［パスワードを確認］に、もう一度、新しいパスワードを入力します。
❺	 適用  をクリックします。
❻	待ち時間が表示され、しばらくすると認証画面が表示されます。
❼	新しく設定したユーザー名とパスワードを入力し、 OK  をクリックします。
・	〈機器のステータス〉画面が表示されます。

パスワード設定 画面

画面の
表示

●パスワードの変更をお勧めします
設定ユーティリティへのパスワードが初期値のままだと、各種設定情報を自由に閲覧し
たり、パスワードを変更したりすることができます。設定ユーティリティのログインパ
スワードの変更をお勧めします。

●変更後のユーザー名とパスワードを忘れないでください
変更後のユーザー名とパスワードを忘れると、本製品を初期化する必要があります。す
べての設定が初期化されますので、ユーザー名、パスワードは忘れないようにしてくだ
さい。

注 意

機能の充実や改良により、本製品のファームウェアをバージョンアップすることがありま
す。ファームウェアをアップデートすることで、本製品を最新の状態にすることができま
すので、新しい機能を追加したり、操作を改善することができます。ファームウェアのアッ
プデートの方法は3種類あります。
ファームウェアは、弊社Webサイトのサポートページよりダウンロードできます。

自動更新 弊社Webサイト上に最新のファームウェアがあることを通知する「おしらせラ
ンプ」が点滅している状態でインターネットブラウザを開くと、メッセージ画
面が表示されます。画面のメッセージに従って操作すると、自動的にファーム
ウェアを更新できます。

オンライン更新 binファイルをダウンロードせずに、オンラインでファームウェアの更新をおこ
ないます。

手動更新 ダウンロードしたbinファイルを、設定ユーティリティの「手動更新（アップデー
ト）」機能を使って更新できます。

10	 ファームウェアのアップデート

●�ファームウェアのダウンロードとアップデートは、必ずパソコンでおこなってくださ
い。スマートフォンやタブレット、Wi-Fiゲーム機などからは更新できません。
●�パソコンと本製品のLANポートを有線LANで接続した状態で、ダウンロードとアッ
プデートをおこなってください。パソコンはIPアドレスを自動取得できるように設定
しておいてください。
●�アップデートするファームウェアは、必ず本製品のものを使用してください。本製品
以外のファームウェアを使ってアップデートすると、本製品が故障する恐れがありま
す。

注 意
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本製品の本体には、エレコム・ホームページ上に最新のファームウェアがあるかを通知す
る「おしらせランプ」があります。このランプが点滅しているときは、最新のファームウェ
アが存在することを示します。この状態で、インターネットブラウザを開くと、ファームウェ
アをアップデートするか案内の画面が表示されますので、画面のメッセージに従って作業
を進めてください。

ファームウェアを自動更新するには、「おしらせランプ」による通知を有効にしておく必要
があります。設定方法については、次ページの「ファームウェアの自動更新を有効にする」
をお読みください。

最新ファームウェアのお知らせ機能

通信環境が悪い場合は、ファームウェアをダウンロードしてから、「手動更新（アップデー
ト）」で更新することをお勧めします。注 意

ファームウェアの自動更新を有効にする

❶	画面左のメニューリストから［システム］→［ファームウェア更新］→［自動更新］を選択し
ます。

❷	［有効］を選択し、 適用  をクリックします。
❸	「設定の保存に成功しました。」と表示されます。 更新  をクリックします。
・	 しばらくすると、〈機器のステータス〉画面が表示されます。

自動更新での更新手順

❶	「おしらせランプ」が点滅している状態で、Webブラウザを起動します。
・	 ファームウェアをアップデートするか案内の画面が表示されます。

❷	 アップデートする  をクリックします。
❸	案内メッセージが表示されます。 OK  をクリックします。
❹	更新作業が始まります。更新が完了するまで、本製品の電源をオフにしないでください。
❺	正常にアップデートが完了すると、設定ユーティリティへのログイン画面が表示されま
す。

❻	「FWのアップデートが完了しました！！」と表示されます。Webブラウザ画面を閉じま
す。
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